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気づきがつながる、支え合いのまちづくり

ふくしのまちづくり勉強会

令和8年6月26日、福祉まちづくり推進員および、ふくしのまちづく
りに関心のある方を対象に、ふくしのまちづくり勉強会を開催しました。

社会福祉士の多田羅洋氏を講師にお招きし、日常の中でできる「気づ
き」の視点や、無理なく続けられる見守り活動のコツについてグループ
ワークを交えながら学ぶ機会となりました。



◦ふれあいサロン活動支援
　活動助成金（29団体）
　歳末活動助成金（16団体）
　研修会、交流会（2回開催、39人参加）
◦健康づくり＆地域デビュー講座
　（2回開催、34人参加）

❸高齢者福祉事業
◦ほほえみ冊子（12回、約500人/月）
　誕生日記念品（398人）
◦生活支援体制整備事業
　生活支援コーディネーター

❶法人運営
理事会（6回）、評議員会（4回）、会長・副会長会
議（6回）、評議員選任・解任委員会（3回）

❷地域福祉事業
◦ふくしのまちづくり講演会の開催（67人参加）
◦福祉まちづくり推進員の委嘱（61人）
◦福祉のまちづくり推進助成金（6団体）
◦子ども食堂＆学習支援（14回開催、163人参加）
◦朝ごはん食堂（24回開催、81人参加）
◦マージャンサロン（49回開催、808人参加）
◦あったかサロン（5回開催、305人参加）

令和７年度  山県市社会福祉協議会事業報告

一般福祉事業（地域福祉の推進）

収入

経常経費補助金
42,204,715円

事業収入
830,170円

会費
4,407,900円

受託金
27,212,110円

介護保険収入
258,079,801円

障害福祉サービス等
事業収入

9,177,227円

諸収入
2,837,260円

その他の活動収入
30,575,561円

支出

法人運営事業
74,104,257円

福祉サービス
利用援助事業
1,185,308円

居宅介護支援事業
34,130,733円

訪問介護事業
30,075,956円

デイやすらぎ事業
66,072,244円

デイふれあい事業
73,457,647円

デイほほえみ事業
58,198,145円

デマンド型交通事業
12,651,644円

病児保育事業
5,344,959円

一般介護予防事業
3,923,897円

支出の部

359,145,790円

収入の部

375,324,744円
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各種団体事務
◦岐阜県共同募金会山県市支会

その他

◦社協カレンダー配布（850部）

❹児童青少年福祉事業
◦学用品ゆずりあい
　（11件）
◦新入学お祝い
　（鉛筆、127人）
◦出生お祝い
　（絵本、54人）

❺障がい者福祉事業
◦福祉機器貸出
　（車いす37件、スロープ1件）
◦福祉車両貸出（登録29件、貸出101回）
◦地域交流・地域共生ハーモニーコンサート
　（102人参加）

❻相談支援事業
◦福祉総合相談（120件）
◦家計改善支援事業（契約者8人）
◦フードバンク事業
　緊急食料支援（13回）
　子育て世帯への支援（10世帯、月1回）
　夏休み食料支援（28世帯）
　年末食料支援（43世帯）
　ファミマフードドライブ（4店舗）
◦小口生活資金の貸付（2件）
◦生活福祉資金貸付（相談25件、契約0件）
◦ひきこもり支援
　あったかCafé（12回開催、32人参加）
◦日常生活自立支援事業（利用者10人）

❼ボランティア推進事業
◦ボランティア登録54団体（938人）、個人（65人）
◦ボランティア研修会（22人参加）
◦ボランティア活動助成（11団体）
◦災害ボランティア
　災害ボランティアセンター立ち上げ訓練
　山県市消防フェスタに参加
　ダイナム山県店防災フェアに参加
◦ボランティア情報誌「ぼらっち」発行（6回）

❽福祉共育事業
◦子どもボランティアスクール
　（登録者25人、20回開催、47人参加）
◦福祉出前講座（12回開催）
◦山県高校との連携
　まめかなクラブでの交流（7回）
　出前授業（4回）
　やまカフェの開催（6回）

❾広報活動
◦やまがた社会福祉大会の開催
　（表彰者28人、感謝状授与者3人、9社）
　講演会（146人参加）

◦社協だより「やまがた」発行（6回）
◦自治会回覧「まめかな」発行（6回）
◦ホームページリニューアル

�病児保育事業
◦病児保育室「おひさま」（登録136人、117人利用）

�デマンド型交通事業
◦デマンドバス（2,152便運行、5,968人利用）

公的福祉事業
❶居宅介護支援事業
◦居宅介護支援
　介護計画の作成（延べ1,800人）
　介護予防計画の作成（延べ901人）
◦要介護認定調査（78件）
◦介護保険に関する相談支援（66件）

❷訪問介護事業
◦高齢者訪問介護（利用回数6,206回）
◦障がい者居宅介護（利用回数2,916回）
◦訪問型サービスA（利用回数151回）
◦外出支援サービス（利用回数270回）

❸デイサービス事業
◦デイサービスやすらぎ（岩佐、定員33人）
　（年間延べ利用者数7,295人）
◦デイサービスふれあい（高木、定員30人）
　（年間延べ利用者数8,141人）
◦デイサービスほほえみ（谷合、定員30人）
　（年間延べ利用者数5,864人）

❹一般介護予防事業
◦まめかなクラブ
　本所会場（142回開催、1,847人参加）
　ふれあいプラザ会場（89回開催、996人参加）

令和７年度事業報告および決算の詳細はホームページに掲載
しています。
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代表の山口のり子さんは、「この地域は高齢者が多いので、月に1回
でもこうして集まって“元気？”とおしゃべりすることが大切だと思
う。参加者がひとりになっても続けていきたいと思っている。そのた
めに自分も元気でおらないかんね！」と笑顔でお話くださいました。

楽しく! 気軽に! 無理なく! 自由に!

ふれあいサロン活動
平成16年7月に活動を開始したサロンで、市内で最も活動歴の長いサロン
のひとつです。「難しいことはやらない！」「おしゃべりが一番！」をモッ
トーにモーニングスタイルで参加者が会話を楽しんでいます。

「ふれあいサロン」は、地域住民の閉じこもり防止や仲間づくり等を目的に、身近な場所で気軽に
集まり、 おしゃべりなどで仲間と楽しく過ごせる地域の「憩いのたまり場」です。

ふれあいサロンをはじめてみませんか？

ふれあいサロンは赤い羽根共同募金の配分を受けて実施しています

やまびこサロン
（北山：片狩自治会）

10:00～12:00
毎月第2木曜日

３回程度本会が主体となって地域の公民館等でふれあいサロ
ンを開催します。地域の方にふれあいサロンがどのようなも
のなのか体験してもらい、自分たちの地域に必要なものである
かみんなで考えるきっかけとしていただくことができます。

ふれあいサロンの立ち上げ支援①

ふれあいサロンの「おためし」開催

現在開催中の「おためしサロン」 西武芸地区（下大門・上大門自治会）
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♥ ♥あたたかいお気持ちありがとうございます
地域のみなさまから本会へご寄付をいただきましたので、ご紹介します。

みなさまからの寄付金等はすべて、地域福祉事業等に活用させていただきます。

◦（有）本荘塗装������������ 5,000円

◦富士リネン（株）������������タオル類

◦梅田建設（株）美濃山県元気ファーム��32,800円

◦匿名…………500,000円　  ◦匿名………20,000円

◦匿名���������10,000円（子ども食堂へ）

◦ぎふ農業協同組合高富支店������� 8,100円

（令和8年5月1日～6月30日）〈順不同・敬称略〉

※物品寄付につきましては、お受けできない場合がございます。物品寄付を希望される場合は本会までお問い合わせくださ
いますようお願いいたします。

　まだ食べられるのに、さまざまな理由で行き場を失ってしまう食品があります。一方で、
経済的な理由や家庭環境の変化などから、食の支援を必要とする人もいます。この“もった
いない”と“困っている”をつなぐ役割を担うのが、フードバンクです。

◦玄米、精米（生産から2年以内）
◦乾物、乾麺、インスタント麺
◦缶詰　　◦レトルト食品
◦お菓子　◦飲料

❶�本会（山県市東深瀬696番地1）にお持ちいただく。
❷�市内ファミリーマートの「ファミマフードドライブ」回収
BOXに入れていただく。

ファミマフードドライブ回収BOX

フードバンク事業～食べもので地域をつなぐ～

フードバンク事業に食料を寄付してくださった
方々。いただいた食料は生活困窮者支援、子
ども食堂、朝ごはん食堂に活用いたします。

（令和8年3月1日～6月30日）

◦�社会福祉法人同朋会生活の家桜美寮
　�������������砂糖・ジャム
◦�一般社団法人虹の光�������お菓子
◦�匿名���������������精米
◦�匿名���レトルト食品、缶詰、麺、乾物

〜もったいないをありがとうに〜

➡�食品ロス削減に貢献し、環境にもやさしい
➡�生活困窮者支援、子ども食堂、福祉施設など
地域のセーフティネットを支える

フードバンクは、単なる“食品の橋渡し”
ではなく、地域のつながりを生み出す
福祉活動でもあります。

◦�企業や家庭から寄付された食品を受け取り、
必要とする人や団体へ届ける

フードバンクの役割

【ご寄付いただきたいもの】

◦�賞味期限が1か月以内
のもの
◦封が開いているもの
◦アルコール類
◦冷凍食品　◦生鮮食品

※以下の食品は
　受け付けできません

食料品のご寄付をお待ちしています
ご寄付の方法
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〈 お知らせ 〉 〈 お知らせ 〉
子ども食堂＆学習支援

夏休み中は平日開催！ボランティアによる
イベントも計画しています！

夏休み朝ごはん食堂

様々な事情で朝ごはんを食べていない子、
子どもだけで朝ごはんを食べる子の居場所
です

日　時	 �夏休み期間中の火・木・金�
8:30～9:30（11:30までは学習
スペースとして開放しています）�
8月4日、6日、7日、13日、14日、
18日、20日、21日、25日、26日

場　所	 �本会事務所（山県市東深瀬696-1）
申込み	 �不要
参加費	 �無料

日　時	 �8月5日（水）、8月12日（水）、�
8月19日（水）、8月26日（水）�
10:00～14:00

場　所	 �本会事務所（山県市東深瀬696-1）
申込み	 �開催の3日前までに申込み
参加費	 �無料

子ども食堂
申込フォーム

あったかCafé

悩みを聞いてもらいたい方や
社会参加の場として一歩踏み
出したい方がほっと一息つき
ながら交流できる居場所です

日　時	 �8月20日（木）、9月17日（木）
13:00～16:00

場　所	 �ふれあいプラザ（山県市高木933）�
※デイサービスセンターふれあい

申込み	 �不要
参加費	 �無料

マージャンサロン

「吸わない」「賭けない」「飲まな
い」がルールの、「ゲーム」や「脳
トレ」として参加者同士の交流
を楽しむ場です

日　時	 �毎週水曜日9:30～12:00
場　所	 �ふれあいプラザ（山県市高木933）�

※デイサービスセンターふれあい
申込み	 �不要�

※�初めて参加する場合は事前に�
ご連絡ください。

参加費	 �100円

ふれあい
プラザ地図

～居場所づくり事業 あったか広場やまがた～ あったかサロン

�地域のみなさんが気軽に集まり、楽しい時間
を過ごせる「あったかサロン」を開催します。
どなたでも参加できますので、ご友人やご
家族とぜひお越しください。

日　時	 �8月24日（月）16:00～17:30
場　所	 �ふれあいプラザ（山県市高木933） ※デイサービスセンターふれあい
内　容	 �喫茶コーナー、縁日コーナー、その他お楽しみイベント
参加費	 �100円（高校生以上）

社協だよりやまがた　2026.86



　地域で活躍するボランティアグループをリレー形式で紹介します。子ども支援、高齢者見守り、
趣味を生かした活動など、多彩な活動に込められた思いを通して地域のつながりを感じてみませんか。

ボランティアの輪
ひろがれ！

題字　まめかなっ子（佐賀）
●団体… 58団体（1031名）
●個人… 63名 （令和8年6月30日現在）

山県市ボランティア・
市民活動支援センター
〒501-2104　山県市東深瀬696番地1
TEL （0581）23-1211　FAX （0581）23-1235
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　community@y-shakyo.or.jp

令和8年
8月1日発行

NO.195

◆ボランティアグループ　カサブランカ
　ふれあいプラザで開催する「あったかサロン」の
企画・運営に携わっています。
　「地域のみなさんに喜んでもらいたい」「子ども
たちに地元の料理を知ってもらいたい」との思いで
朴葉ずしやいももち、五平餅などを作って提供し
ています。
　5月31日に開催したあったかサロンでは朴葉
ずしをふるまい、参加者に大変喜ばれました。
　メンバーも楽しんで活動することをモットーに
笑顔の絶えないグループです。

　小学4年生から高校生がボラン
ティアクラブに登録し、年間を通し
てボランティア活動や福祉体験学習
を行っています。
　地域の方や高齢者との関わりや、
イベントなどのお手伝いを通して、
福祉やボランティアについて理解を
深めています。

5月31日に開催したあったかサロンでは、
ボッチャ大会の進行を担当しました。参加
の呼びかけやルールの説明などを協力しな
がら行うことができました。

子どもボランティアクラブ
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再生紙を使用しています。 この印刷物は地球に優しい植物油を使
用したインキで印刷されています。

　ふくしのまちづくり懇談会は、住民のみなさんの思い
やアイデアを聞きながら、より暮らしやすい地域を一緒
に作っていく場です。今年度は、❶地域の居場所につい
て考えよう ❷防災から考える地域のつながり の２つの
テーマで懇談会を開催しています。

６月はマーゴへお出かけし、
ランチや買い物を楽しみました。

　6月に開催したふくしのまちづくり講演会の内容
や関係者からの情報提供をもとに、「自分や自分の
地域はどうだろうか」という視点で日ごろ感じてい
ることや思いを話し合うことができました。

まめかなクラブには、介護予防につながるメニューがたくさん
設定してあります。参加者はその中から自分で取り組みたい内容
を選んで活動を行います。取り組んだ内容に応じて「施設内通貨

“マメー”」を獲得することができます。
「施設内通貨“マメー”」は年に数回実施する外出イベントに参加

する際に必要となるため、日ごろから積極的に介護予防に取り組
むことにつながっています。

がんばって
たくさん
貯めたよ！

介護予防の取り組み「施設内通貨“マメー”」
 一般介護予防事業  まめかなクラブ通信

 足こぎローラーで 

 40マメーゲット！

～みんなで話そう 私たちの地域のこれから～

第１回ふくしのまちづくり懇談会ふくしのまちづくり懇談会を開催しました
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